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 これまでの住⺠検討会から、地区⺠の意向を集約し、次の2つの事項を市へ提⾔する 
 ことが良いと判断する（  対⽴する2案ではなく、国⾒地区が求める提⾔2案  ）。 

 ○  A案「積極的統合案」→ 提⾔A「  積極的統合提⾔  」 
 ○  B案「移住者誘致案」→ 提⾔B「  移住者誘致提⾔  」 

 提⾔A「積極的統合提⾔」⾻⼦ 

 A-1.⼩学校について 
 臨海地区の4つの⼩学校を統合する。 
 10年後の更なる統合を避けるため、特徴のある⼩学校とする。 
 独特の⾃然(海や⼭)、歴史を教育に取り⼊れた教育内容 
 （具体的内容は今後教育委員会に考えてもらう） 
 ⾃然を活かした特徴的な⼩学校に魅⼒を感じる⼦ども(保護者)達も希望すれば通 
 える⼩学校にするため、  校区制度の特別緩和を実現  する。 
 （都会の⼦どもでも通える⼩学校にする） 
 交流授業や合同授業の活⽤ 

 A-2.中学校について 
 川⻄地区の7つの中学校を統合する。 
 統合中学校は通学事情を考慮し、川⻄地区の中⼼位置に設置する。 
 中学校の統合は2年以内の実現を⽬指す。 

 A-3.要望事項 
 通学バスの運⾏ 

 児童・⽣徒に加え、⾼齢者等の交通弱者も利⽤できるよう、  朝⼣2本ずつの 
 コミュニティバスを運⾏ 
 当該バスの運⾏経費は恒久的に市が負担 

 統合した⼩学校に  隣接した学童保育(放課後児童クラブ)を開設  する 
 統合後の5年間は、従来の制服を使⽤できるように 

 提⾔B「移住者誘致提⾔」⾻⼦ 
 国⾒地区内における空き家バンクの効果的運⽤ 
 空き家の再整備補助事業の開始 
 お試し移住体験プログラムの実施 
 地区の魅⼒PR事業の計画・実施 
 移住者促進事業実施事務局の整備 →  プロパー職員の任⽤ 


